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1 は じ め に

古川農業試験場では1980年冷害を契機として高精度の耐

冷性検定法「恒温深水法Jを開発し,耐冷性品種の系譜の

解明と,育種を行ってきた
と:(〉
。これらの試験の中から

系譜の異なる品種間の交配から両親を超える高度の耐冷性

を持つ後代が出現する現象を明らかにし'), この現象を利

用して従来の耐冷性極強品種を上回る高度耐冷性系統を育

成してきた。これらの耐冷性集積系統を利用して,従来の

極強品種以上に強い実用系統を育成したので報告する。

2試 験 方 法

(J 育成経過

耐冷性の集積効果を利用し高度耐冷性系統の育成を目標

に,系譜の異なる多数の品種間の交配を実施してきた。そ

の つとして1985年 に「庄内32号」 (後 のはなの舞)と
「中母42」 の交配を行いFlを温室で世代促進し,以降恒温

深水圃場で耐冷性による選抜を行った。条理条件は19∞年,

1987年はそれぞれF2,F8世代で190℃ ,水深20cm,1988

年はF`世代で185℃ ,水深25mである。 この中から耐冷
性極強の両親を上回る高度耐冷性系統「86C2266-1」 (F3)

を1986年に,「88C2081J(F,)を 1988年に選抜した。

その後,耐冷性で 2～ 3回強い選抜を繰り返し,高度耐

冷性を持つ固定系統が得られた。

次に,こ の集積した耐冷性を実用系統に取り込む試験を

実施した。

まず,1987年 7月 に「86C2266‐ 1」 を母 ,「東北142号」

を父とし交配を行い,温室でFlを世代促進栽培 した後 ,

1988年にF2で 185℃の恒温深水圃場で個体選抜を行い,

1988年 12月～1989年 3月 に温室でF3を世代促進栽培した。

1989年に185℃の恒温深水圃場でF`雑種集団の個体選抜 ,

1990年にはF,系統を185℃の恒温深水回場で選抜,1991

年に本田でF`系統群を栽培し,系統選抜を行った。 1992

～1993年にF,～ F`世代で「東551」 の試験番号で生産力

検定試験等に供試した。

次に,1989T2月 にはアキヒカリを母,「88C2081」 を父

とし交配を行い,1989年 4月 ～12月 にFl, F2世代を温室

で世代促進し,1990年にF,世代で185℃ の恒温深水圃場

で個体選抜した。1991年に本田でF`穂別系統,以後系統

栽培して固定を図ってきた。1993年 F`世代で「98P165J

の試験番号で生産力検定試験等に供試した。

また,耐冷性の集積は一般の交配組合せでも見られた。

1988年 4月 に「東北141号」 (後 のこころまち)を母 ,

「東北142号」を父として交配した後代から高度耐冷性系統

が得られた。本組み合わせは,1988年 5月 ～1989年 4月 ま

での間にFl～ F3を温室で世代促進栽培し,1989年本田で

F`雑種集団から個体選抜,以後系統選抜により固定を図

り1992年に試験番号「東540」 を付した。 この系統は育成
過程では耐冷性で選抜を加えなかったが,1992～ 1993年 の

耐冷性検定で両親を大幅に上回る高度耐冷性を示した。

2)検定及び調査方法
1)恒温深水圃場における耐冷性検定
供試材料は上記の高度耐冷性系統 3種 (東 551,93P―

165,東540)及びアキヒカリ,こ ころまち,「東北142号 J,

中母35の合計 7種である。耐冷性の検定は1992～ 1993年の

2ケ年 (98P165は 1993年のみ)間 ,恒温深水圃場で水深

25ぃ ,水温19℃ の冷水をかけ流して実施 した (表 1)。 不

稔歩合は3株から上位 5穂,1系統当たり15穂を採取 し調

査した。試験は2反復で実施した。

表 1 耐冷性検定方法

2)1993年冷害における不稔歩合と収量

調査材料は古川農試の生産力検定試験に供試した上記の

高度耐冷性系統 3種を含む耐冷性集積系統及びヤマウタ,

ササミノリ,こ ころまち,あ きたこまちである。

調査材料は4月 10日 に播種,5月 18日 に本田に30cl X 15

m(222株 /11f), 1株 4本植えで養成 した。不稔歩合は

1株から上位,中位,下位の穂を各 2本ずつ, 3株から計

18本採取し調査した。玄米収量は成熟期に 1系統当り54株

を刈り取り調査した。試験は2反復で行った。

3 試験結果及び考察

(1)恒温深水圃場における耐冷性検定
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1992～1993年の恒温深水圃場における耐冷性検定結果は

表 2のとおりである。供試した耐冷性集積系統 3種は早生

の耐冷性極強の基準品種である中母35よ り5～12%不稔が

少なかった。

表 2 耐冷性検定圃場 (190)に おける不稔歩合

種に取り込むことができることが明らかになった。

また,1993年のような極めて厳しい冷害気象でも従来の

耐冷性極強品種より被害は軽微であり、高度耐冷性を実証

した。これらの 3系統「93P165」 ,「東551」 ,「東540」 |ま

耐冷性以外の特性にも欠点がないので,それぞれ 園 ヒ155

号」,「東北156号」,「東北157号Jの地方系統番号を付し平

成 6年度から奨励品種決定調査に配布することとした。

各系統の耐冷性以外の特性は次のとおりである。「東北

155号」はヤマウタと同程度の早生の早の梗種で,葉いも

ちやや強,穂いもち強,玄米品質はササミノリより良好 ,

食味はササミノリ並である。「東北156号Jは こころまちと

同程度の早生の晩の梗種で,葉いもち・穂いもちともに強

で,ササニシキ並の良食味である。「東北157号」はササミ

ノリと同程度の中生の早の糎種で,葉いもち・穂いもちと

もに強,収量性はササミノリを上回り,玄米品質はササミ

ノリよりやや良で,食味は,サ ニシキを上回る。

4 ま と め

1993年冷害では従来の耐冷性極強品種でも50～60%の障

害不稔が発生し,東北地方の水稲品種の耐冷性は更に大幅

な強化が必要である
1)。
耐冷性の集積により育成した高度

耐冷性系統は育種の母本として利用した場合,恒温深水圃

場において耐冷性撰抜を行うことにより,従来の極強を上

回る高度耐冷性実用系統を育成できることが明らかになり,

この方法で「東北155号 ,東北156号 ,東北157号」を育成

した。このような耐冷性集積の手法及び育成した高度耐冷

性系統は今後の東北地方における耐冷性育種に大きく貢献

すると考えられる。
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注 不稔程度は,不稔歩合0-10%を 1,11-20%を2,ち
91-100%を 10と した。

12)1993年冷害における不稔歩合と収量

1998年 7月 から8月上旬に及ぶ長期の冷温により,ヤ マ

ウタやこころまち等の耐冷性が強の品種でも60～70%の不

稔が発生したが,育成した耐冷性集積系統の後代はこれら

の品種より20～60%不稔が少なかった。特に「93P165」

は不稔歩合が8%程度と極めて強い耐冷性を示した。これ

らの玄米収量は図 1の とおり42～48kg/aと 同熟期の比較

品種より30kg/a以上も上回った。
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図 1 耐冷性集積系統を交配して育成した実用系統の
平成 5年冷夏における不稔歩合

注 ○ 東北141号/88C2081 ◇ アキヒカリ/88C2081
◎ 東北142号/88C2081 ☆ 86C22661/東北142号
( )内の数字は玄米収量 (Ka/a)を 表す。

以上のように,耐冷性を集積して育成した高度耐冷性系

統は恒温深水圃場による選抜を実施することにより実用品
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